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令和２年度第６回教育委員会議事録  

 

 

日  時     令和２年９月２９日（火） １０時００分～１１時２１分 

         

場  所     尾鷲市教育委員会 ３階会議室 

 

議  題      

 

報告事項 

（１）学校行事等について 

 

審議事項 

（１）令和 3 年度以降教育行政施策について 

 

出 席 者      

教育長           出口 隆久 

委員（教育長職務代理者） 森下 龍美  

委員           北裏 佳代  

委員           大門 利江子 

委員           濵口 精幸  

 

出席事務局職員   

教育総務課長       山口 修史 

教育総務課調整監     植前 健 

生涯学習課長       三鬼 基史 

教育総務課総務係長    丸田 智則 
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１０時００分開会 

 

教育長：ただ今から、令和２年度第６回教育委員会を開催いたします。 

     前回の会議録署名委員は、A 委員と B 委員でございました。今回の会議 

録署名委員は、B 委員と C 委員でございます。どうぞよろしくお願いい 

たします。続きまして、教育長報告をさせていただきます。 

【主な教育長報告】 

〇8 月 7 日      天文科学館七夕まつり 

〇8 月 9 日      子育て HAPPYDAY 

〇8 月 11～14 日   学校閉庁日 

    〇8 月 21 日     「SDGs かるた」贈呈式 

    〇8 月 24 日     全員協議会 

尾鷲市スポーツ推進計画策定委員会   

〇8 月 28 日     三重県市町教育委員会教育委員等研修会 

           (Web 会議) 

〇9 月 1 日      尾鷲市議会定例会開会 

〇9 月 14 日     行政常任委員会 

〇9 月 15 日     尾鷲中学校体育祭 

〇9 月 18 日     行政常任委員会 

〇9 月 23 日     携帯用アルコールの寄贈（匿名） 

全員協議会 

 

D 委員：クッブの道具を学校へ貸出しをするとか、体験教室などはされるのでし 

    ょうか。 

 

事務局：いきいき尾鷲っ子等で実施するように準備をしております。 

 

D 委員：学校ではどうでしょうか。 

 

事務局：学校でも開催できればと思います。慣れるまでは、体育館の職員が出向 

    いて指導するなどの対応をしたいと思います。 

 

A 委員：これまでも何回か実施していますね。いきいき尾鷲っ子でも実施しまし 

    たし、またユニカールも実施しています。 

 

事務局：ユニカールは、先日矢浜で実施いたしました。 

 

教育長：市役所の職員が中心となってクッブ協会を立ち上げ、何とか広めて行こ 

    うと頑張っておりますが、仕事をしながらですので、休みの日にできる 

    限り推進していただければと思います。 

 

D 委員：2 月末にタブレットパソコンが入る予定とのことですが、先生方に対す 

    る講習会は学校単位で先生同士が勉強会を行うのか、講師を招いて講習 
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    会を開催するのか、予定はどうなっているのでしょうか。 

 

事務局：基本的には各学校の情報担当者に研修を受けていただき、それを持ち帰 

    ってもらって周知していただくことが基本です。学校の研修として講師 

    を呼んで行う方法もありますが、全ての学校で実施するのは難しいとこ 

    ろがあります。 

 

D 委員：得意な先生と、苦手な先生もみえるので、できる限り同じようなレベル 

    になるようにしていただきたいなと思います。 

 

教育長：今の ICT の活用の状況は分かりますか。 

 

事務局：小学校ではデジタル教科書の算数と英語を使っており、先生が操作して 

大型モニターに映したり、インターネットで調べ学習をしたり、動画を 

みるなどの使い方をしております。おっしゃるように得意な先生が自分

で機器を持って来て授業を行っており、刺激を受けながら進めていると

思います。 

 

教育長：現段階では、若い先生は自分で大型モニターに映したいものを映し、子 

    どもに見せながら説明されていたり、教科書には載っていない写真等の 

教材を映しております。またある学校では、教室の大型モニターに校長

先生が登場してお話するという活用をしております。今後 1 人１台のタ

ブレットパソコンを整備した場合は、自分の手元でも見えるようになり

ますし、自分の考え、答えを示すなど、また新たな使い方が出てくると

思います。先生方の研修につきましては、県の Web 講座もございます

ので、それを見ていただく方法もあるかと思います。事務局がお伝えし

たように、情報教育担当者会議を開いた中で、そこで議論したものを持

ち帰り、学校で周知してもらうというのが今の形です。ただ我々も、本

当にこれだけで足りるのかというのは不安ですので、来年度に向けてや

れることはないのと模索中であります。他、いかがでしょうか。よろし

いでしょうか。そしたら、5 番の報告事項に入ります。(１)学校行事等

について、ご説明をお願いします。 

 

事務局： 

【主な説明内容】 

○各校・園のスポーツ発表会及び運動会について 

人数制限なりを設けて感染症予防対策をとりながら実施 

〇修学旅行について 

保護者会を通じ、説明・相談しながら決定していく 

修学旅行実施に係るチェック表を各学校へ配布 

各学校で対応マニュアルを準備  等 

 

教育長：今の報告事項について、何かございますか。 
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D 委員：小学校の行き先は、1 日目は伊賀の方へ行って、2 日目は伊勢志摩の方 

    へ行くという行程は同じなのでしょうか。 

 

事務局：県内でもいろいろな場所へ行きます。「Go to トラベル」も適用され、 

    体験学習も加味すれば割引も効き、いろいろなモデルコースもあるかと 

    思いますので各学校で検討していただいております。 

 

D 委員：今後修学旅行に行く市内の小学校の説明会が開催されたのですが、小さ 

    な学校なのに、夕飯時は対面ではなくて背中合わせで食べるという話が 

あり、保護者からそれはどうなのかと話しがありました。夕食会場が広

くて、こういう状況（教育委員会の会議のような距離を保った状況）で

あれば、対面で食べさせてあげてくださいと保護者から意見もありまし

たが、チェック表を見ると対面では座らないことと載っています。 

 

教育長：修学旅行では人数の多い学校は、この（会議用の）テーブルよりもう少 

    し幅があるテーブルに料理が並んで、向かい合って食べるという状況が

多くみられます。しかし、そのような方法は控えた方がよいのではとい

うことであり、広い会場であれば問題はないかと思います。人数が少な

い学校では、ある程度の広さがあれば間隔を保って食べていただいても

いいと思います。規模によって判断していただければよいと思います。 

 

D 委員：ありがとうございます。 

 

教育長：それと、我々が 1 番心配することは、熱が出たときにどう対応するかで 

す。私も経験上、修学旅行に行くと、人数が多い学校の場合は必ずと言

っていいほど 1 人、2 人は熱を出す児童生徒がいます。これまでは熱が

出ても、養護の先生や担任が付き添って見守ればよかったのですが、コ

ロナの可能性の判断ができるかどうか、この部分の心配が1番強いです。

ですから、訪問先でどこへ連絡して判断を仰ぐかというシュミレーショ

ンをしておいてくださいとお願いをしております。その中でどう対応す

るか、良い状況でなければ、最悪の場合は旅行を中断して全員で引き上

げてくることも必要かもしれないということまでを想定しながら対応

を考えてくださいとお願いしてあります。今回の修学旅行は、先生方に

とっては不安要素が大きいと思います。 

 

A 委員：1 人でもコロナの感染が旅行先で確認された場合は、全員隔離となるの 

でしょうか。 

 

教育長：そこは、いわゆる濃厚接触者かどうかの問題となると思いますが、現場 

    の保健所等の聞き取りなどの判断になると思います。 

 

A 委員：バス 1 台で行くため、みんなが感染してしまう恐れもありますね。 



5 

 

 

D 委員：同じ空間の中で移動します。 

 

教育長：バスもどこまでゆったりと乗れるのかということもありますし、バスを 

    増やすかどうかについては、旅行会社とも十分相談していただくことに 

なっております。また、修学旅行に行かれるお子さんのご家庭では、家

族みんなが修学旅行に行くことができるように予防策をきちんととっ

て、行かせてあげられるような対応をしていきましょうとお願いしてあ

ります。それでは、報告事項についてはよろしいでしょうか。それでは

6 番の審議事項に入っていきますが、令和 3 年度以降の教育行政施策に

ついてですが、内容は次年度以降の教育行政施策となりますので、秘密

会にしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

～事務局より、非公開とする根拠等を説明～ 

 

（委員から「異議なし」の声） 

 

教育長： 

【主な説明内容】 

○「尾鷲市教育ビジョン」の後期推進計画施策体系図の内容 

〇体系図に基づく事業 

 

教育委員： 

【主な意見等】 

〇各学校からこういう事業をしたいという要望は、あがってくるのでしょ 

 うか。 

   ⇒(事務局)例えば、ある学校では、海・山体験でカヌー体験や、遠泳の監 

    視用船を出して欲しいという要望が出ておりますが、学校行事として固 

定化されています。ただし、子どもは入れ替わっていくので、子ども達

にとってはマンネリではないと思います。 

  〇A 委員：小さいうちはできないけれど、大きくなったらと楽しみにしてい 

る場合もありますからね。 

 

  〇今年度から小学校の教科書に SDGs が掲載されました。来年度は中学校の 

教科書。毎日、新聞のどこかに SDGs について掲載されています。今年の

日本の株式会社の総会の中では、株主にとって 1 番の判断の方法が、持続

可能な目標を設置して事業をしているかといことでした。何をするのでは

なく、いろんな分野の中に SDGs の考え方をしっかりと念頭において、事

業を進めていく方がよいと思います。 

   ⇒(事務局)いきなり達成度というのは難しいかもしれませんが、自分たち

の学校の取り組みのなかで洗い出しをして、これはこの項目につながる

のではないかという分析もいいと思います。それを更に広げていければ 

    と思います。 
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教育長：考えたらまだまだよい案が出てくると思いますので、今後もご提案いた 

だき、考えていきたいと思います。来年度は ICT の活用についてもあわ

せて考えたいと思います。ではその他に入らせていただきますが、何か

ございますか。 

 

事務局： 

【主な説明内容】 

○認定こども園の視察について 

〇三重県茶商工業協同組合から市内の小中学校にかぶせ茶の試供品の提

供について 

 

教育長：次回の開催日を決めたいと思います。事務局何か案はございますか。 

 

（日程調整） 

 

教育長：では次回は、29 日午前中、10 時からでよろしいでしょうか。ではよろ 

しくお願いいたします。これで第 5 回教育委員会を閉会させていただき

ます。ありがとうございました。 

 

１１時２１分開会 


